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番号 質 問 項 目
強く賛成
強く反対 平均
１ ２ ３ ４ ５
２２ 日本語学習では、会話中心のカリキュラムが最もいい。 １８ ８０ ５０ ６ ２ ２．３２
２５ 日本語学習では、文法中心のカリキュラムが最もいい。 １１ ５７ ６８ １６ ３ ２．６３
３７ 日本語の学習では話したり聞いたりする練習が重要である。 ８５ ７０ ０ １ ０ １．４７
４１ 日本語の学習では読んだり書いたりする練習が重要である。 ６３ ９０ ３ ０ ０ １．６２
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１ ２ ３ ４ ５
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６ ７３ ４７ ２０ １０ ２．７１
５０ 正確な発音で日本語を話すことは重要である。 ５８ ８７ ９ １ １ １．７２
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Horwitz, E.K.（１９８７）.“Surveying Students Beliefs About Language Learning”Learner Strategies in Lan-
guage Learning ed. by Anita Wenden & Joan Rubin, London,１１９―１２９, Prentice Hall International.
〔添付資料〕ビリーフ調査項目（日本語版・項目分類別）
※ 項目番号は調査用紙上の項目番号である。
 外国語学習の性質（１３項目）
１０．日本語学習の最も重要な部分は語彙を学習することである。
１４．日本語学習の最も重要な部分は文法の学習である。
１９．日本語学習の最も重要な部分はインドネシア語からの翻訳の方法を学ぶことである。
２２．日本語学習では、会話中心のカリキュラムが最もいい。
２５．日本語学習では、文法中心のカリキュラムが最もいい。
１．インドネシア人より日本人の教師から日本語を学びたい。
２９．日本語は、日本人教師のほうがインドネシア人教師よりも上手に教えられる。
３３．日本語を学習するとき、インドネシア人同士で日本語を話しても効果がない。
３７．日本語の学習では話したり聞いたりする練習が重要である。
４１．日本語の学習では読んだり書いたりする練習が重要である。
４５．会話練習をしなくても、学習した文法項目をつなげれば会話はできる。
４９．文法や語彙だけ学習しても、会話の練習をしなかったら、日本語を話せるようにはならない。
９．外国語の学習は楽しい。
 学習スタイル（１１項目）
２．教科書を見ないで日本語を学習するとしたら不安を感じる。
１５．テキストなしに日本語を勉強するのは不可能だ。
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３８
３．日本語を学習するとき、ひとりひとり言わされる口頭練習は好きではない。
２３．日本語学習の教室の口頭練習で、ひとりひとり言うよりもみんなでいっしょに言うほうが効果的だ。
７．日本語学習のクラスで、ゲームなどの活動は勉強している気がしないから好きではない。
８．日本語を学習するとき、自分で会話などの活動をするよりも、教師から講義形式で教えてもらうほう
が自分には向いている。
３０．日本語の学習で、ゲームやペアワークを使った学習者同士の教室活動は効果がある。
３４．日本語の学習で、大量の反復練習は重要だ。
３８．日本語の学習で、カセットテープなどを使った練習は重要だ。
４２．時間がかかっても、やさしい文型から難しい文型へ徐々に積み上げて学習していくほうが、最終的に
は実力がつく。
４６．文型を積み上げるよりも、実際の生活の中でよく使う会話や表現を勉強したほうがいい。
 コミュニケーション・ストラテジー（６項目）
５０．正確な発音で日本語を話すことは重要である。
１１．正確な文法で日本語を話すことは重要である。
１６．日本語の学習をしていて、初級の段階で誤用が直されなかったら、それが中上級になっても残ってし
まい、あとで直すことが難しくなる。
２０．日本語を話すとき、文法的に間違っていても、相手に通じればそれでいい。
２４．日本語を読んだり聞いたりしているときにわからない語が出てきたら、その語の意味を推測してもか
まわない。
４．日本語を学習していて、文法についてよくわからない点が出てきたら、それをはっきりさせないと落
ち着かない。
 教師の役割（９項目）
２７．教師なしに日本語を勉強するのは不可能だ。
３１．教師はクラスでイニシアチブを取るべきだ。
３５．教師は学習者に授業の内容を１００％理解させる責任がある。
３９．日本語の学習で、学習者の間違いは教師の責任だ。
４３．日本語学習に進歩が見られなかったら、それは教師の責任だ。
４７．日本語学習では、教師は知識を与えればよく、それを使えるようになるかどうかは自分の責任だ。
５１．良い日本語教師というのは、日本語の文法についての知識をたくさん持っている教師だ。
１２．良い日本語教師というのは、日本語を流暢に話せる教師だ。
１７．日本語が流暢に話せなくても、上手に教えることはできる。
 媒介語（４項目）
５．日本語を学習するとき、文法や語彙の解説はインドネシア語を使ってほしい。
６．日本語を学習するとき、クラスで勉強する文は全てインドネシア語に翻訳してほしい。
２６．日本語を教えるとき、教師はインドネシア語で文法を解説する必要はない。
２８．日本語を学習するとき、学習者はクラスでなるべく学習している言葉を使って、インドネシア語を使
わないようにするほうが早く上達する。
 文字学習（２項目）
３２．日本語の学習のために、アルファベットを使えばいいので、ひらがなやカタカナなどを勉強しなくて
もいい。
３６．文字の学習は日本語学習の基本であり、ひらがななどの文字は必ず学習しなければならない。
 高校での外国語教育の目的（４項目）
インドネシアにおける高校日本語教師研修に関する一考察
３９
４０．高校での日本語教育の目的は、日本語で会話ができるようになることだ。
４４．高校での日本語教育の目的は、日本語の文法を知ることだ。
４８．高校での日本語教育の目的は、日本の文化を知ることだ。
５２．高校で日本語を学習することは、高校生の将来にとって有益なことだ。
 文化と言語（４項目）
５３．日本語の学習をすると、日本文化だけではなく、自分の（国の）文化についてもわかるようになる。
１３．日本語を教えるためには、教師は日本の文化についても知っている必要がある。
１８．文化や生活習慣の違いは日本語の授業の中で教えられるべきだ。
２１．日本文化を理解したかったら、日本語を学習することが重要だ。
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４０
